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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

指標なし

達成目標
（☆印が付いているものは主要目標） 年／

年度 数値
単位

目標
年／
年度 数値年／

年度 数値
直近３か年の状況

年／
年度 数値

事　業　名 調達事務合理化事業費 部局 会計局 課・室 契約・検査課
実施期間 H24 〜

達成
状況 目標値設定理由

R6年度
実績 推移

単位
R4年度 R5年度

No. 指標名
実績 実績 推移

R7年度
目標値

デジタルの⼒を活⽤した便利で快適な暮らしの実現

No.

3-1②

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 12 02 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

　県庁内で発注する製造の請負（印刷等）及び物件の買入れの入札契約事務については、公告から契約者の決定までを一括して
⾏う集中調達事務を⾏い、効率化に取り組んでいる。
　近年、暮らしの利便性や中⼩企業の⽣産性の向上のため⾏政事務のオンライン化が要請される中、入札・契約分野のオンライン化
（DX化）を市町村や企業とともに推進する必要がある。

契約における公平性、透明性を確保しつつ、受注者及び発注者の負担軽減となる契約事務の効率化を図る。

①　電⼦⼊札及び⼊札参加資格申請システムの運⽤管理
当初予算のとおり

②　契約管理システムの運⽤管理
集中調達にかかる共通事務⽤品購入経費の不⽤額を減額
※その他の事業は当初予算のとおり

E-mail pref.nagano.lg.jpkeiyaku-kensa

うち今回補正額
区分

R7年度
R6年度
R5年度

前年度繰越

0
0
0

当初予算

71,243
46,105
1,667

予算額

△ 2,000

補正予算等

△ 2,000
0
0

職員数

5.5
5.0
5.0

決算額

44,718
1,481

うち一般財源
69,243
42,695
1,667

合計
（予算現額）

69,243
46,105
1,667



細事業を構成する主な取組

電子入札及び入札参加資格申請受
付システム保守管理

契約管理システム保守管理

実施方法

69,243
△ 2,000

部局 会計局 課・室 契約・検査課

令和７年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

電子入札システム及び入札参加資格申請受付システムの円滑な運⽤に必要な保
守管理業務の実施

令和７年度電子入札予定案件　約3,000件
令和７年度入札参加資格申請受付予定件数　約300件

契約管理システムの円滑な運⽤に必要な保守管理業務の実施
集中調達にかかる共通事務⽤品購入経費の不⽤額を減額補正

令和７年度システム利⽤予定案件　約3,600件

委託

委託

R7年度
予算

R6年度
予算現額

R5年度
予算現額

予算現額

事　業　名 調達事務合理化事業費
事業番号 12 02 02 細事業⼀覧（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検
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1

細事業
No. 細事業名

調達事務合理化事業費

No.

1

うち今回
補正額

千円

1,667 46,105

千円 千円


